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研究成果の概要（和文）：本研究は中学生を対象にスクールカウンセラーに対する被援助志向性

を高める介入プログラムを開発することを目的に実施された。中学生に対する量的な調査から，

落ち込みに対する否定駅認識，情動コンピテンスが被援助志向性に関連していることが確認さ

れた。そこで，落ち込みに対する認識，情動コンピテンスに介入し，カウンセラーとの接触場

面をもうける 50 分の介入プログラムを作成し，中学生に実施した。その結果，中学生のスク

ールカウンセラーに対する被援助志向性得点は改善された。 
 
研究成果の概要（英文）：This study aims to develop an intervention program that enhances junior high 

school students’ preferences for seeking help from their school counselors. From qualitative studies, 

recognitions of depression and emotional competences and contact experiences with school counselors 

were identified as predictors of help-seeking preferences. The researchers of this study developed 

fifty-minute intervention programs that focused on these indicators. The participant of this program 

answered help-seeking preferences scale and fund positive effects on their scores.  
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１． 研究開始当初の背景 
 文科省におけるスクールカウンセラーの配
置事業が進み一定の効果を上げているが，筆
者らが調査した結果によると適応得点の低
い中学生ほどスクールカウンセラーの援助
には否定的な認識を持っていることが明ら
かになった。 

 
２．研究の目的 
本研究では中学生を対象にスクールカウ

ンセラーに対する被援助志向性を高めるた
めの介入プログラムを開発することを目的
とした。 
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３.研究の方法 
研究１では中学生369名を対象に質問紙調

査を行った。研究２では，中学生 420名を対
象に，研究３では中学生 302名を対象に質問
紙調査を実施した。研究４では，中学生 153
名を対象に，50分の介入プログラムを実施し
た。 

 
４.研究成果 
（1）情動コンピテンスと被援助志向性の関
連 

研究１では中学生369名を対象に質問紙調
査を行い，情動コンピテンス尺度とスクール
カウンセラーに対する被援助志向性の関連
を検討した。その結果，情動コンピテンスと
被援助志向性の一部の下位尺度で関連が認
められたが，その関連はそれほど高いもので
はなかった。 
（2）落ち込みに対する否定的認識と被援助
志向性の関連 
研究２では，中学生 420名を対象にメンタ

ルヘルスリテラシーを落ち込みの否定的認
識という尺度を用いて測定した。そして，情
動コンピテンス，落ち込みに対する否定的認
識が被援助志向性に与える影響を検討した。
その結果，情動コンピテンスとともに，落ち
込みに対する否定的認識も被援助志向性に
影響を与えていることが明らかになった。 
（3）落ち込みに対する否定的認識尺度の
再検討 
研究３では，研究２で作成した落ち込みに

対する否定的尺度を再度検討するために中
学生 302 名を対象に質問紙調査を実施した。
そして，スクールカウンセラーとの接触，情
動コンピテンス，落ち込みに対する否定的認
識がスクールカウンセラーに対する被援助
志向性に与える影響について検討した。その
結果，スクールカウンセラーとの接触，情動
コンピテンスが被援助志向性に影響してい
た。落ち込みに対する否定的認識は被援助志
向性に影響が認められなかった。援助ニーズ
群においては， 落ち込みに対する否定的認
識の下位尺度である＜努力不足＞が高いほ
ど，カウンセラーの援助に対する抵抗感が低
くなった。これは研究２と矛盾する結果であ
った。 
（4）スクールカウンセラーの被援助志向性
を高めるための介入プログラムの効果 

今までの研究成果から，自分の気持ちに気
づくこと，落ち込みに対して否定的な捉え方
をしないこと，スクールカウンセラーとの接
触場面を設けることが被援助志向性を高め
る可能性が示唆された。そこで研究４では，
中学生 153名を対象に，50分の介入プログラ
ムを実施した。効果を確認するため，被援助
志向性尺度，落ち込みに対する否定的認識尺

度を介入 1週間前，介入１週間後に測定した。
その結果，プログラム介入前と介入後では，
被援助志向性得点，落ち込みに対する否定的
認識得点が改善し，中学生はカウンセラーの
援助に対して肯定的に捉えるようになった
可能性がある（表１・２参照）。 
表 1介入プログラムが被援助志向性尺度の下位尺度得点

に与える影響 

 n 介入前 介入後 ｔ値 

援助の肯
定的側面 

152 17.868 
（3.778） 

18.507 
（3.926） 

2.48* 

落ち込み
の受容 

141 13.844  
(3.127) 

12.504 
（3.731） 

4.49** 

*p<.05, **p<.01 
表 2介入プログラムが落ち込みに対する否定的認識尺度

の下位尺度得点に与える影響 

 n 介入前 介入後 ｔ値 

対処不足 126 21.801 
(4.209) 

20.000 
（3.668） 

5.41** 

落ち込み
の受容 

153 12.928 
 (2.423) 

13.046 
（2.284） 

－.58 

努力不足 153 8.889  
(1.786) 

8.497 
（1.717） 

2.49* 

*p<.05, **p<.01 
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